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令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
３
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
、
新

規
・
拡
充
事
業
か
ら
意
見
を
述
べ

る
。
住
民
参
加
型
移
動
支
援
事
業

と
福
祉
有
償
運
送
団
体
へ
の
支
援

で
は
、
高
齢
者
の
外
出
や
移
動
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
の
自
主

的
、
自
立
的
な
団
体
が
行
う
活
動

に
助
成
を
行
う
ほ
か
、
団
体
が
継

続
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
。
移
動
支
援
を
通
じ
、
地
域
住

民
の
連
帯
意
識
が
生
ま
れ
、
地
域

の
絆
が
強
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
学
習
用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

で
は
、
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台

パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
、
情
報
活
用

能
力
の
育
成
を
図
る
。
事
業
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
、
学
校
と
連
携

す
る
よ
う
要
望
す
る
。
災
害
対
策

で
は
、
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
整
備
を
は
じ
め
、
被
災
状

況
確
認
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
災

害
対
策
用
井
戸
の
活
用
を
行
い
、

対
策
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
も
の

と
期
待
す
る
。
地
域
産
業
の
活
性

化
に
向
け
て
整
備
す
る
道
の
駅
や

市
の
シ
ン
ボ
ル
公
園
と
な
る
光
綾

公
園
は
、
本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

施
設
と
な
る
た
め
、
効
果
を
最
大

限
に
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
に
期

待
す
る
。
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
後

は
、
交
通
機
能
を
有
効
活
用
し
、

産
業
の
活
性
化
と
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
り
、
本
市
の
魅
力
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
期
待
す

る
。
各
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、

人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
で

あ
っ
て
も
、
将
来
に
向
け
、
持
続

可
能
な
市
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
志
政
あ
や
せ
）

●
市
長
は
施
政
方
針
で
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
、障
が
い
の
有
無
、性

別
や
国
籍
の
違
い
を
問
わ
ず
、
共

に
生
き
、
健
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
思
い
や
り
と
活
力
の
あ

る
ま
ち
を
目
指
す
と
述
べ
た
。
移

動
手
段
が
な
く
、
外
出
機
会
が
減

っ
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
る
中
、

住
民
の
助
け
合
い
に
よ
る
移
動
・

外
出
支
援
を
担
う
団
体
を
支
援
す

る
。
他
の
交
通
手
段
に
も
目
配
り

し
、
ど
こ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
期
待
す
る
。
障
が
い
が
あ

る
方
な
ど
の
移
動
手
段
を
提
供
す

る
福
祉
有
償
運
送
団
体
へ
の
補
助

事
業
も
、移
動
の
選
択
肢
が
増
え
、

利
便
性
が
向
上
す
る
た
め
、
継
続

的
支
援
を
願
う
。
多
文
化
共
生
支

援
は
、
外
国
人
住
民
の
言
葉
の
壁

の
解
消
に
向
け
、
く
ら
し
の
便
利

帳
の
多
言
語
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
化

や
公
共
施
設
で
の
案
内
表
示
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
む
。
外
国
人
住

民
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
を
期
待
す
る
。
子
ど
も
・

女
性
政
策
は
、次
期
・
あ
や
せ
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
を
通
じ
、

全
庁
的
な
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
を
充
実
さ

せ
、
女
性
が
安
心
し
て
働
き
、
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
願
う
。

災
害
対
策
は
、
災
害
対
策
用
井
戸

の
飲
料
水
指
定
箇
所
の
拡
大
を
図

り
、
公
助
だ
け
で
な
く
、自
助
・
共

助
に
よ
り
飲
料
水
を
確
保
す
る
取

り
組
み
の
推
進
を
評
価
す
る
。
１

期
４
年
の
集
大
成
と
し
て
、
活
力

と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬
を
つ
く
る

こ
と
を
実
現
す
る
予
算
で
あ
る
と

評
価
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
令
和
２
年
度
予
算
は
、
消
防
本

部
庁
舎
の
建
設
事
業
や
中
学
校
空

調
機
能
復
旧
工
事
の
完
了
な
ど
に

よ
り
、前
年
度
に
比
べ
２
・
７
％
の

減
と
な
っ
た
。
予
算
の
柱
で
あ
る

５
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
意
見
を
述

べ
る
。都
市
づ
く
り
で
は
、道
の
駅

整
備
の
目
標
を
見
定
め
、
専
門
家

や
市
民
の
声
を
聞
き
、
綾
瀬
な
ら

で
は
の
道
の
駅
に
す
る
よ
う
要
望

す
る
。
産
業
の
活
性
化
で
は
、
中

小
企
業
に
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導

入
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
。
労

働
生
産
性
の
向
上
を
促
進
し
、
さ

ら
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
地
域

福
祉
社
会
の
実
現
で
は
、
住
民
参

加
型
の
移
動
支
援
活
動
を
行
う
団

体
に
継
続
的
な
支
援
を
行
う
。
地

域
住
民
の
連
帯
意
識
が
生
ま
れ
、

地
域
で
支
え
合
う
意
識
が
高
ま
る

も
の
と
評
価
す
る
。
子
ど
も
・
女

性
政
策
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
図
り
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
引
き
続
き
要
望
す

る
。
綾
瀬
市
型
小
中
一
貫
教
育
を

進
め
る
こ
と
で
、
児
童
が
進
学
し

た
際
に
新
し
い
環
境
へ
適
応
で
き

ず
、
不
登
校
な
ど
に
つ
な
が
る
事

態
を
解
消
す
る
こ
と
に
期
待
す

る
。
都
市
の
質
の
向
上
で
は
、
災

害
時
、
速
や
か
に
り
災
証
明
書
が

交
付
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め

に
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
す
る
。
小
さ

な
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
大
き

な
安
心
を
与
え
る
も
の
と
評
価
す

る
。
５
つ
の
政
策
を
着
実
に
推
進

し
、
継
続
と
革
新
の
基
本
姿
勢
を

貫
い
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論

賛賛

成成

の
あ
る
事
業
所
は
対
象
外
と
な

る
。
社
会
貢
献
へ
の
熱
意
を
そ
ぐ

こ
と
に
な
る
た
め
、
全
て
の
事
業

所
へ
の
適
用
を
求
め
る
。
病
児
保

育
事
業
は
、
保
育
事
業
に
参
入
し

た
ば
か
り
の
株
式
会
社
が
運
営
す

る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。
幼
児
の

安
全
や
人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
、

市
の
責
任
を
持
っ
た
監
督
を
求
め

る
。小
中
一
貫
教
育
は
、新
た
な
負

担
を
教
員
に
課
す
こ
と
に
な
る
た

め
、
教
員
を
増
員
し
、
全
て
の
学

級
で
の
少
人
数
教
育
の
実
現
を
求

●
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
し
て
ド
ナ
ー
と
ド
ナ

ー
が
勤
務
す
る
事
業
所
へ
の
支
援

が
始
ま
る
が
、
す
で
に
休
暇
制
度

反

対

反

対

め
る
。
道
の
駅
整
備
推
進
事
業
で

は
、
用
地
買
収
や
実
施
設
計
な
ど

で
約
７
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

総
事
業
費
は
未
定
で
、
年
間
利
用

者
数
の
根
拠
も
曖
昧
で
あ
り
、
よ

り
実
態
に
合
う
試
算
を
行
い
、
実

施
設
計
前
に
市
民
へ
情
報
提
供
す

る
こ
と
を
求
め
る
。
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
は
、　

歳
以
上

６５

で
新
た
に
障
が
い
者
に
な
っ
た
方

は
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢

に
よ
る
差
別
の
撤
廃
を
求
め
る
。

厚
木
基
地
を
本
市
の
資
源
と
し
て

活
用
す
る
と
い
う
発
想
は
、
植
民

地
的
な
従
属
関
係
を
容
認
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
あ
や
せ
っ
子
日

米
交
流
事
業
は
中
止
し
、
基
地
の

整
理
・
縮
小
・
返
還
の
立
場
を
強

く
打
ち
出
し
、
不
平
等
な
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
運
動
を

起
こ
す
こ
と
を
求
め
る
。
市
民
の

暮
ら
し
と
命
を
守
る
取
り
組
み
を

求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

●
地
域
福
祉
社
会
の
実
現
で
は
、

住
民
参
加
型
移
動
支
援
事
業
と
し

て
、
移
動
支
援
活
動
に
必
要
な
経

費
へ
の
補
助
や
、
車
両
の
貸
し
出

し
を
行
う
。
交
通
が
不
便
な
本
市

で
、
免
許
証
の
自
主
返
納
に
伴

い
、
市
民
の
新
た
な
交
通
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
担
い
手

を
支
援
し
、
綾
瀬
の
奇
跡
と
い
わ

れ
る
元
気
高
齢
者
の
ま
ち
を
市
全

域
に
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
に
期

待
す
る
。
都
市
の
質
の
向
上
で

は
、
綾
瀬
終
末
処
理
場
消
化
槽
設

置
に
伴
う
汚
泥
減
量
化
と
消
化
ガ

ス
発
電
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
リ

ユ
ー
ス
食
器
の
活
用
、
農
作
物
生

産
者
へ
の
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
購

入
補
助
な
ど
に
取
り
組
む
。
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
る
大
き

な
一
歩
で
あ
り
、
国
連
が
定
め
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
を
体
現
す
る
も
の
と
評
価
す

る
。
日
本
語
教
室
の
充
実
や
行
政

通
訳
員
の
配
置
、
や
さ
し
い
日
本

語
の
全
庁
的
な
取
り
組
み
な
ど
、

多
文
化
共
生
も
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、
全
て
の
小
・
中
学
校
へ
の

自
動
翻
訳
機
の
設
置
は
、
日
本
語

を
理
解
で
き
な
い
児
童
や
生
徒
に

と
っ
て
、
気
持
ち
の
つ
な
が
り
か

ら
安
心
感
が
生
ま
れ
る
と
と
も

に
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
効
果
が

あ
る
と
期
待
し
て
お
り
、
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
人
口
が

減
少
す
る
中
、
さ
ら
な
る
活
性
化

を
目
指
し
、
市
民
の
安
全
安
心
の

た
め
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

市税 
　１３０億９，３１７万円 

繰越金 
　  ６億円 

諸収入 
　  ３億４，３２７万円 

その他 
　  ９億１，４５０万円 

扶助費 
　８０億１，２９１万円 

人件費 
　６１億８，３１６万円 

物件費 
　３９億９，４３６万円 

補助費等 
　３４億９，００９万円 

普通建設事業費 
　２８億８，６５３万円 

公債費 
　１８億５，３６１万円 

繰出金 
　２１億６，５４７万円 

積立金 
　 ３億３，５０９万円 

その他 
　 ４億１，８７８万円 

国庫支出金 
　 ５７億  ３４５万円 

交付金など 
　 ３１億４，６６２万円 

県支出金 
　 ２０億６，０１０万円 

市債 
　 １９億２，７８０万円 

繰入金 
　   ３億２，５０９万円 

国有提供施設等 
所在市町村助成 
交付金等 
　 １２億２，６００万円 

自
主
財
源 

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
） 

依
存
財
源 

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
） 

歳入  
 

歳 出  

４４．６％ 

２．０％ 

２７．３％ 

２１．１％ 

１３．６％ 

１１．９％ 

９．８％ 

７．４％ 

６．３％ 

１９．４％ 

１０．７％ 

７．０％ 

６．６％ 

４．２％ 

１．１％ １．４％ １．２％ 

１．２％ ３．２％ 

４４．６％ 

２．０％ 

２７．３％ 

２１．１％ 

１３．６％ 

１１．９％ 

９．８％ 

７．４％ 

６．３％ 

１９．４％ 

１０．７％ 

７．０％ 

６．６％ 

４．２％ 

１．１％ １．４％ １．２％ 

１．２％ ３．２％ 

一般会計予算歳入・歳出の状況

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。


